
デジタル時代の国立国会図書館

国民の読書推進に関する協力者会議（第２回）
平成22年10月26日

国立国会図書館
 

岸美雪



デジタル時代とは・・・

• 読者にとって

便利？

不便？

• 図書館にとって

多様な役割

社会条件との協調

参考文献
長尾真『電子図書館』新装版

 
岩波書店

 
2010

歌田明弘『電子書籍の時代は本当に来るのか』筑摩書房

 
2010（ちくま新書）
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組織設置根拠 国立国会図書館法

創設年 1948年（昭和23年）

職員数 890名（平成22年4月）

年間予算額 21,130百万円（平成22年度）

資料購入費 25億2,868万円（平成21年度）

蔵書数

図書949万冊

逐次刊行物1,370万点

（約21万種類）

受入資料数

（平成21年
 度）

図書228,720冊

逐次刊行物 628,886点

利用者数 473,927人（1日1,699人）

国立国会図書館（概況）



国立国会図書館と「デジタル」

• 「カード」から

「データベース」へ

→目録（二次情報）のデ
 ジタル化

• 二次情報と一次情報と
 の連携

→「どこに何があるか」と
 「本文を閲覧する」とい
 うことのドッキング

• マイクロフィルム、マイ
 クロフィッシュからデジ
 タルデータへ

→保存の手法の変化

保存と利用の両立

☆提供方法と利用方法の
 変化
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NDL電子図書館事業の沿革

☆

 
「パイロット電子図書館プロジェクト」開始（1994年）

☆

 
「国立国会図書館電子図書館構想」策定（1998年）

☆

 
「電子図書館サービス実施基本計画」策定（2000年）

☆

 
「貴重書画像データベース」提供開始（2000年）

☆

 
国際子ども図書館開館（2000年）

「絵本ギャラリー」提供開始

☆

 
明治期刊行図書電子化作業開始（2001年）

☆

 
関西館開館（2002年）

「近代デジタルライブラリー」提供開始

☆

 
「国立国会図書館中期計画2004」策定（2004年）

☆

 
「パイロット電子図書館プロジェクト」開始（1994年）

☆

 
「国立国会図書館電子図書館構想」策定（1998年）

☆

 
「電子図書館サービス実施基本計画」策定（2000年）

☆

 
「貴重書画像データベース」提供開始（2000年）

☆

 
国際子ども図書館開館（2000年）

「絵本ギャラリー」提供開始

☆

 
明治期刊行図書電子化作業開始（2001年）

☆

 
関西館開館（2002年）

「近代デジタルライブラリー」提供開始

☆

 
「国立国会図書館中期計画2004」策定（2004年）



・利用者からアクセス料金を徴収

・権利者への配分

紙 ディジタル

出 版 社 （ 権 利 者 ）

電子出版物流通

 センター

 
（仮称）

公共図書館等

館内利用者

広告主

書庫

・公共図書館へ貸し出した資料は館内でのみの利用
・貸出した量に応じて公共図書館が利用料をセンター

 
に支払い、権利者に渡す。利用者は無料。

納本制度

ディジタル化
（納本制度）

国立国会図書館

「図

 
ディジタル時代の図書館と出版社・読者」上でのNDLデジタル関連事業

無料 無料

利 用 者

広告掲載料支払い

無料
貸出

アクセス料
金の支払い

電子出版物の購入

・図書館からの借用（時間単位、ページ単位等でのアクセ

 
ス料金を支払う。コンテンツは端末には残らない））
・出版社からの購入（ダウンロードによって購入）

読者

（X円/頁で購入）

利用料支払い

ディジタル
アーカイブ

（閲覧）近

 
代デジタル

 
ライブラリ

大規模な蔵書

 
のデジタル化

 
（画像）

オンライン

 
資料の収

 
集検討

（検索）NDL

 
サーチ

公共的書

 
誌基盤

インター

 
ネット資料

 
収集・保存

 
事業

全文テキス

 
ト化実証実

 
験

（遠隔利用）

 
NDLホーム

 
ページ



図書館での探し方の種類

（例）本や雑誌を探
 す

（例）調べ方を探す

本の題名等がはっき
 りしている場合
調べたいことがはっ

 きりしている場合

2



国立国会図書館の蔵書を探す

NDL‐OPAC 検索
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読み方：エヌディーエル・オーパック
国立国会図書館蔵書検索・申込システム
（National Diet Library Online Public Access Catalogue）の略



3施設の蔵書情報を
 

まとめて検索

5

東京本館（永田町）

関西館
（京都）

国際子ども
図書館
（上野）

蔵書情報
約2,035万

 件
 

蔵書情報
約2,035万

 件

http://opac.ndl.go.jp/index.html


• 国立国会図書館の新しい検索システム

• 2010年8月17日
 

開発版を試行公開

2012年1月
 
本格稼働予定

• URL：http://iss.ndl.go.jp/

国立国会図書館サーチ  （NDLサーチ）
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この間、順次

 機能拡張開発

http://iss.ndl.go.jp/


NDLサーチ：検索対象
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• 国立国会図書館

• 公共図書館

• 大学図書館

• 専門図書館

• 国立情報学研究所

• 国立公文書館

• 国立美術館

• 民間電子書籍サイトなど

機関 資料

• 全国の図書館の蔵書
• 各機関のデジタル資料
• レファレンス事例

 
など

43種類のデータベー
 スを一度に検索でき
 ます。



NDLサーチ：トップページ
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＜トップページ＞

坂口安吾

 

肝臓先生

①検索窓に、
検索語を入力

 （複数語入力
 可）

②検索ボタン
 を押す



NDLサーチ：検索結果一覧
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検索結果
 の内訳表
 示

連想検索によ
 るキーワード

 表示

検索結果一覧

＜検索結果一覧画面＞



NDLサーチ：実際の資料入手へ
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図書の詳しい情報

国立国会

 図書館

都道府県立

 図書館

オンライン書店

市町村立

 図書館



NDLサーチ：本文の閲覧
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本文を閲覧
 可能

＜青空文庫＞



NDLサーチ：多様な機能を搭載予定
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検索に関する機能
• 全文テキスト検索（テキ

 ストデータのあるものの
 み）

• 検索結果のグルーピング
 機能

• 翻訳機能（日中・日英の
 翻訳検索・表示）

• あいまい検索（類義語・
 同義語検索）

• 再検索・絞り込み機能

外部サービスとの連携機能
• 結果の情報の入手手段を案

 内
• 検索結果を活用するための

 様々な付帯機能
• 外部サービス連携機能

 （APIを提供）
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収集範囲（出版物）

①図書、②小冊子、③逐次刊行物、④楽譜、⑤地図、⑥映画
 フィルム（免除）、⑦印刷その他の方法により複製した文書又

 は図画、⑧蓄音機用レコード、⑨電子的方法、磁気的方法そ
 の他の人の知覚によっては認識することができない方法によ
 り文字、映像、音又はプログラムを記録した物

 
（電子出版物）

（改正「国立国会図書館法」平成12年10月1日施行）

発行者 部数 目的

官庁納本
国、地方公共団体

（含、独立行政法人）

複数

（30部以下）

公用（国会審議）国際交換

 の用

民間納本 それ以外の発行者
１部

（代償金を交付）

文化財の蓄積及びその利

 用に資するため

「国立国会図書館法」の納本規定



オンライン資料の制度的収集

１
 

「電子書籍、電子雑誌」などを国立国会図書
 館が複製して保存し、利用に供する

＊
 

オンライン資料：「図書」「雑誌」などに相当する、完結した
 形でネットワーク上で「発行」される資料

＊
 

「発行」した者は国立国会図書館に送信

２
 

納本制度（国立国会図書館法第24条～25
 条の2）とは別に、同法に規定

＊
 

納本制度に必須の網羅性は実現不可能

＊
 

著作権（複製権等）の制限も

＊
 

政府系ウェブの収集は同法第25条の3に規定（2009年7月）

国立国会図書館 平成22年6月7日



オンライン資料の制度的収集の概略
答申の概要

参考：

 

国等のウェブサイトの収集
（国立国会図書館法第25条の3）

収集の目的 「文化財の蓄積・利用」（民間出版物納本と同

 
じ）

「公用」（官庁出版物納本と同じ）

発信者 私人：右に掲げる公的機関でない者（民間） 公的機関：

 

国、自治体、国公立大学

 
など

収集対象 電子書籍、電子雑誌等、インターネット等で提

 
供される図書、逐次刊行物に相当するもの

 
（ウェブサイト、放送番組、動画配信、音楽配

 
信は含まない）

ウェブサイト

収集方法 主に送信 主に自動収集

フォーマット 将来の利用も見越した長期保存対応が必要 ウェブサイトに公表された状態で複製

著作権制限 複製権の制限が必要 著作権法第42条の3（平21年追加）

 
による複製権の制限

損失補償 納入に通常要する費用として、送信に係る手続

 
費用を考慮

なし

義務履行確保 過料を含め罰則規定は設けないことが妥当 なし

利用提供
（想定）

館内提供（閲覧・プリントアウト） 館内提供（閲覧・プリントアウト）

国立国会図書館 平成22年6月7日



○

 

図書、逐次刊行物相当のもの

○

 

紙媒体のものがあっても収集

○

 

有償・無償は問わない

○

 

内容による選別は行わない

収集の際の検討事項

データを

 蓄 積

館 内
（閲覧・プリントアウト）

国立国会図書館

利 用

電子書籍、電子雑誌、

 電子コミック、

ケータイ小説

 

等

または
自動収集送 信

音楽・動画配信、ブログ、

 ツィッター、ウェブサイト

 

等

含まれないもの

送信に要する費用の補償
収集するファイルのフォーマット
著作権保護手段解除の問題 等

【例えば】

民間の出版社、出版者等

オンライン資料

＝インターネット等で

 提供される電子書籍、

 電子雑誌等

こういう条件で

オンライン資料の制度的収集のイメージ

国立国会図書館 平成22年6月7日



公共的書誌情報基盤

• 2010年3月3日に「日本全国書誌の在り方に関する検討会議
 」を開催

→
 

関係団体からいただいたご意見をもとに検討

→
 

「公共的書誌情報基盤プロジェクト」

2010年8月9日「公共的書誌情報基盤に関する実務者会議」
 でその概要についての報告

☆書誌情報を公共図書館、学校図書館を始めとする多くの方
 に、迅速かつ無償で提供し、広く社会で活用していただくこと

 を目指した公共的書誌情報基盤の実現のための準備を進
 める。「NDL新着図書情報」サービスは、この第一段階として

 提供を開始



「NDL新着図書情報」の提供
• 納本された図書のタイトル、著者などの基本的な書

 誌情報について、納本から数日で提供する「NDL新
 着図書情報」サービス。

• 平成22年10月27日（水）（「文字・活字文化の日」）か
 ら開始

• 平成22年度中には、今回の「NDL新着図書情報」に
 加え、国立国会図書館サーチ（開発版）で、新着図
 書情報の検索や配信を開始するよう準備中。



（参考）サービス詳細

• ホームページの「NDL新着図書情報」に、法定納本制度に基
 づき国立国会図書館に納本（官庁納入・民間納入）された国
 内刊行図書（国内で刊行された欧文の図書を含む。）の基本
 書誌情報のテキストファイル（タブ区切り）が、納本後数日で

 掲載されます。http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/

• 提供する項目は、①書誌ID
 

②標準番号種類
 

③標準番号
 ④本タイトル

 
⑤巻次

 
⑥著者等

 
⑦版表示

 
⑧出版者等

 ⑨出版年月
 

⑩シリーズタイトル
 

⑪本体価格
 

⑫納入官庁
 等

 
⑬データ作成日の13項目です。

• 各項目の内容は、納本された時点での未完成のデータ。こ
 の後、修正されることがあります。ただし、「書誌ID」は変わり

 ません。書誌データの完成後は、NDL‐OPAC等で「書誌ID」か
 ら当該書誌データを探すことができます。

http://iss.ndl.go.jp/pbs/news/


デジタル化資料

著作権者

著作権の切れたもの・

 著作権者の許諾があ

 るものは、インター

 ネット上で閲覧可能。

インターネット利用者

館内利用者

同じ資料を同時に

 閲覧できる人数は、

 所蔵している冊数

 分に限られる。

＝
国立国会図書館

電子図書館サービス保存のためのデジタル化

デジタル化資料の利用提供（枠組み）
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予算規模

主な対象資料

約１２７億円
 

(実施規模
 

約90万冊（当初予定）)

②保存のためのデジタル化
・戦後期刊行図書

(1945～1968年受入分)
・雑誌
（戦前期刊行、雑誌記事索引の採録

 誌）
・その他

①電子図書館サービス

・戦前期刊行図書

・古典籍資料
・官報
・学位論文

(個別に著作権調査を実施)

25

大規模デジタル化（平成21年度補正予算）



平成12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

21当初
10年分

21年度

補正要求

14億円

（単位：億円）

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
（当初）

22
（当初）

予算 1.1 1.5 2.3 2.5 1.3 0.4 2.3 0.8 1.3 1.3 1.3

※平成21年度補正予算

平成12年度補正予算で計上以来10年

 間分の予算の9倍

資料デジタル化予算額の推移と比較

26



資料デジタル化対象資料
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: インターネット提供中

: インターネット提供予定（戦前期刊行図書、博士論文は著作権処理）

: 館内提供予定

官報 1,000冊（1883‐1952）

戦前期
未撮影分

国内刊行雑誌
12,000タイトル（～2000年）

博士論文 140,000タイトル

図書 明治・大正期刊行
図書

170,000 冊

大
正
期

昭和前期
刊行図書

戦後期刊行図書

（1945～1968年）

313,000冊

古典籍
資料

貴重書
等

1,000タイトル

58,000冊

その他

1990 1995 2000

時代 江戸期以前 明治 大正 昭和前期 昭和戦後 平成

1960 1965 1970 1975 1980 19851920 1930 1940 1945 1950 19551860 1870 1880 1890 1900 1910

近代デジタル

ライブラリー

（インターネット提供）

貴重書画像

データベース

（インターネット提供）

332,000冊

国内図書の約1/5（約89万冊）

が終了見込
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大規模デジタル化の実施状況

戦前期刊行図書（明治～1945年受入分）：約32万冊
戦後期刊行図書（1945～1968年受入分）：約27万冊
国内刊行雑誌（戦前期） ：約3,000タイトル
国内刊行雑誌（戦後期） ：約9,000タイトル
古典籍資料：約6万冊
児童書：約4万冊
博士論文（1991～2000年度受入分）：約14万冊
官報（1883（明治16）～1952（昭和27年））：約1,000冊

著作権処理
• 著作者洗い出し、没年調査及び連絡先調査、外部機関照

 会、許諾処理、公開調査及び文化庁長官裁定準備


	デジタル時代の国立国会図書館
	デジタル時代とは・・・
	スライド番号 3
	国立国会図書館と「デジタル」
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	図書館での探し方の種類
	国立国会図書館の蔵書を探す
	3施設の蔵書情報を�まとめて検索
	　国立国会図書館サーチ�（NDLサーチ）
	　NDLサーチ：検索対象
	　NDLサーチ：トップページ
	　NDLサーチ：検索結果一覧
	　NDLサーチ：実際の資料入手へ
	　NDLサーチ：本文の閲覧
	　NDLサーチ：多様な機能を搭載予定
	スライド番号 17
	オンライン資料の制度的収集
	オンライン資料の制度的収集の概略　
	オンライン資料の制度的収集のイメージ
	公共的書誌情報基盤�
	�「NDL新着図書情報」の提供�
	�（参考）サービス詳細�
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28

